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活動参加者：10名

今日は文化の日で「晴れの特異日」となっている通り、晴

天で気温も先日ほど高くなくて作業するには快適な気候に

なりました。

朝の体操で身体をほぐし、朝礼後其々に分かれて作業を始

めました。岩崎さんは作業が始まる前から古い廃材の竹等を

焼却処分していました。クラフト担当の上村さんは基地広場

の傷んでいるテーブルを整備しました。製材グループ 3 名

はグループで使用する道具等の整備をしました。残る 5 名

は簡易竹炭焼き体験に使用する炭材用の竹及び門松づくり

の用の竹、14本を切り出しました。

先日ほど気温は高くないですが、作業をすると汗をかきま

した。それにしてもこの年齢になると、この仕事は少しハー

ドなような気がします。

昼食後、小出・西尾・牛水の 3名は、山田池公園の炭焼き

窯に炭材の竹を入れに行きました。

これからは身体を動かすには、絶好の季節になります。多

勢で楽しく、汗を流しませんか？参加をお待ちしています。

※第 2駐車場の近くのチッパー処理した後にイカタケが

多数出ています。このイカタケは京都府レッドデータブック

カテゴリー 絶滅寸前種になっているようです。クヌギの切

り株にも多数のナラタケが発生しています。

（文 牛水 紀雄）

西部竹林整備 西部前側溝泥上げ

竹とあそぼ用竹材伐採収集 山田池公園竹炭小屋にて竹炭材窯入れ
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・基地竹林間伐体験 2 本、竹ノコギリ体験、竹の器づくり等

・参加者 園児 5 名 大人 6 名（スタッフ 2 名含む） 会員 5 名

「森のようちえん」という名前をご存じでしょうか？近年

全国的に広まりつつあるので、お聞きになられた方もある

かと思います。私たち森のようちえん「のいちご」は、15

年前に枚方市野外活動センターと高槻市の原を拠点として

４家族で活動を始めました。人生の基盤となる幼児期に自

然体験を通して「いのち」を感じる力を育みたい、親と子

が共に感じあい育ち合える時間を作りたい、そんな想いで

試行錯誤しながら続けてまいりました。毎年約 10 家族程度

の小さな団体ですが、それゆえに想いや考えを共有しやす

く、大人はみんなのお父さんお母さんという立場で子ども

たちと関わりあえ信頼しあえる温かな場となっています

竹取物語さんには、初年度からお世話になっております

。春先にょきっと土から顔を出す竹の子は子どもたちの興

味の的。毛むくじゃらの皮を触ったり背比べをしたり。1週

間２週間と経つうちに、あっという間に自分の背を追い越

し空高く伸びていく様をわくわくしてしながら眺めていま

す。だからこそ、秋に竹取物語さんのご協力を得て実際に

竹を切らせていただく体験が一段と興味深いものになって

いると感じます。そびえたつ竹に順番にのこぎりを入れさ

せていただき、最後ゆっさゆっさと揺れながら倒れる時の

迫力は圧巻です。歓声が上がります。

のこぎりを使うことに慣れていない子どもたちにとっ

て、竹は最も扱いやすい植物です。自分の力で切れた！とい

う達成感を味わえます。自分で切ることで、竹の質感、節の

様子、枝のつき方などを自然に感じることができます。自分

で作ったコップ、皿、おもちゃなどは、宝物。体験後も生活

の中で使われることで、竹が暮らしの中に役立つことも感じ

ることでしょう。

「のいちご」では、自然の中で本物の姿に出会うことを

大切にしています。それは、本物の姿からこそ「いのち」

を感じることができるから。人も自然の一部であり、自然

の中で生かされていることを感じられるから。昨今放置さ

れて荒れた竹やぶが多い中、竹取物語さんの竹林は、本当

に美しく整備されていて空気もすがすがしく感じます。毎

年竹伐採体験の後は「かぐやひめ」の昔話を子どもたちに

するのですが、こんな竹林なら光り輝く竹にも出会える！

という気がいたします。竹の「いのち」を感じられる場所

です。

竹取物語さんのおかげで、このような素晴らしい場所で

毎年活動をさせていただけていることを心より感謝してお

ります。

森のようちえん「のいちご」代表

安平真由美
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本日は、12月1日の竹とあそぼ「門松作り＆簡易竹炭焼体

験」に向けての準備で、門松用の篠竹の伐採がメインの予定

です。また、雨などで基地内の地面がかなりえぐれたりして

いるので、バラスで溝や窪地を埋めて整地する作業もありま

す。私は、早めに基地に着いたので谷から引いている水を確

認したところ、全く流れていなかったので、水源に向かっ

て、様子を見に行きました。途中、パイプの外れているとこ

ろがあったので、繋ぎました。犯人は、おそらくイノシシで

しょう基地のあちこちが耕されていました。

朝の体操と連絡の後、篠竹班と整地班に分かれて作業開始

私は、篠竹班。車で篠竹の竹林まで移動。太すぎても細すぎ

てもダメなので太さの指示を受けて伐採開始。６０本を目途

に伐採しました。その後、２ｍ５０ｃｍに切り、細い先の部

分や枝を切り取りました。軽トラックで、基地まで運搬。細

い先や枝は、野外活動センターのキャンプファイヤー場まで

運搬。

整地班は、基地の外に積んであるバラスを一輪車で基地内

の窪地や溝に運んで埋めました。バラスだけでは、雨でまた

流れてしまうので数か所土嚢にして溝を埋めました。でこぼ

この坂道を一輪車で運ぶのでかなりの重労働です。

また、基地内にたまっていた木材や竹の廃材の焼却もしま

した。昼食後までかかって焼却したので、かなり焼却できた

と思います。

午後は、野外活動センターに運んだ枝などの焼却。基地で

は、作業用のテーブルに関しての作業をしました。テーブル

の表面をバーナーで焼く。不安定になっているテーブルを安

定させる。テーブルの脚がかなり傷んでいるので、対策を考

える。私はクラフトもしました。また、キノコ狩りも楽しみ

しました。基地のすぐ近くに「ナラタケ」が生えていたので

ナラタケ狩り。密集して生えているのですぐにたくさん収穫

できました。私は、『ナラタケうどん』にしていただきまし

た。甘くておいしいキノコでした。 （文 甲斐 徹）

11 月 17 日 財産区竹林整備（野活フィールド内）

基地通路整備 テーブル表面バーナー焼き 竹とあそぼ用篠竹収集

西部竹林の枝付き竹を運搬 きのこ「ナラタケ」密集

伐採材を基地に運搬し燃材に加工
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み

NPO 法人 竹取物語の会 R.6年 12月 活動予定表

活動予定 特別な活動など 担当・段取りなど

(日) 活動日
第 3回竹とあそぼ「ミニ門松作り＆簡易竹

炭焼体験」

(月)

(火)

(水) 活動日
基地竹林整備

竹取親睦忘年会

沖縄あっぱりしゃん枚方店

午後 6 時～、会費 4,950 円

(木)

(金)

(土)

(日) 活動日
財産区竹林整備（野活フィールド内）

通常通り基地集合

イオン環境財団「里山里海つ

ながるフェス」（佐古理事参

加）

(月)

(火)

(水) 活動日 西部竹林整備、道路側溝整備

(木)

(金)

(土)

(日) 活動日

道具・器具備品整備デー、金物ゴミ・プラ

ごみ等分別整理～野活運搬

理事会

(月)

(火)

(水) 活動日 基地周辺下草刈り、道路側溝整備

(木)

(金)

(土)

(日) 活動日
最終活動日、基地玄関前松飾り付け、

基地・クラフト・まきゃっか倉庫整備

(水)

(水)

(日) 活動日

新年活動開始

三ノ宮神社参拝～安全祈願

神社駐車場 9時 30 分集合

基地にてぜんざい振る舞い


